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　今年度私は１学年主任。元気過ぎる新
入生の生徒指導に疲労困憊の毎日です。
支援を必要とする生徒がいつも以上に多
く、不登校、別室登校、暴れる、逃走、無
気力、コミュニケーション不足からくる
トラブル、ゲーム・SNS関係トラブル、
家庭・生活状況への支援や指導などトラ
ブル発生がない日はありません。そのよ
うな中で、生徒からの暴言を受けながら、
真摯に生徒と向き合う若い担任たちを励
ますことしかできず、年だけとっても実
の無い自分に嫌気がさす毎日です。
　そのような日々の中で思うことは「も
っと職員が欲しい」「時間が足りない」と
いうことです。個別指導、トラブルの解
決、生徒の教育相談、先生たちとの打ち
合わせなど、どれ一つとして満足に行う
ことができません。人不足という物理的
な問題が多忙感を増大させ、精神的打撃
を与えていると思います。生徒指導のた
めに職員室にヘルプを求め走っても、職
員室は空に等しくがっかりしながら教室
に戻ります。そんなことがあった日は、

「２５人以下学級、できれば２０人がい
い」「学校規模に関わらず全教科の教員
配置もある」「学級に一人ずつ副担任が
いる」と夢のようなことを考えます。AI
の社会になっても人を育てる根本は人と
関わることだと思います。人を育てるこ

とを疎かにして、住みよい国になるはず
がありません。現場の教職員が心に余裕
を持ちながら教育活動ができたらどんな
に良いかと思います。
　先日、震災の日に一緒に山へ逃げた生
徒からメールが届きました。サッカーを
したくて高校・大学を選んだ彼でした。
メールには大学在学中に町づくりという
ことがずっと気になり続けていたこと。
ドイツに短期留学した時に住民たちが町
づくりに携わるということを目の当たり
にし、ドイツに再び留学したこと。生ま
れ育った町に帰り、そこで自分のできる
ことをしていくと決めたということが綴
ってありました。メールを読んで元気に
なりました。東日本大震災から１０年。
最近このようなことが度々あり、本当に
有り難いと思います。
　教室で自分の生き方を考え、地域の未
来について考えていくことが「学ぶ」の
先にあることを、目の前の中学生とも行
っていきたいです。震災当時の記憶はほ
ぼない中学生たち。それでも彼らの一部
に、保護者の身体の中に確かに傷が残っ
ていて、私たちはそれを理解しながら寄
り添い続けたいと思います。そして、仲
間と学びながら地域で生きることを考え
ていきたいです。
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